
東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）

「東アジアにおける国際人口移動と開発」ワークショップ

2016年 4月 2日（土），インドネシア・ジャカルタの東アジア・アセアン経済研究センター

（ERIA）にて，「東アジアにおける国際人口移動と開発」ワークショップが開催され，国際関係部長

林玲子，同第二室長小島克久が参加した．ここでいう「東アジア」とは，いわゆる日中韓とアセアン

諸国を含めた範囲を示しているが，人口高齢化・少子化が進行する日中韓に加え，アセアン諸国は事

実上陸続きの国であるので，国際人口移動は激しく，さらに2015年末のアセアン経済共同体（AEC）

発足を受け人の移動の自由化も開始し，国際人口移動は大きな関心事となっている．

ワークショップでは，マレーシアのパーム油産業，タイの衣料製造業といった，それぞれの国の基

幹産業における労働力の国際移動や，新たに国となった東チモールとインドネシアとの間の移動，ヴェ

トナムにおける国内・国際移動性向に関する調査結果などについて報告された．日本のケース・スタ

ディーとして，世界的な高齢化の文脈における日本と台湾のケア人材の国際移動について報告し，ワー

クショップ参加国の事情も加えて，多くの議論が交わされた． （林 玲子 記）

第49回国連人口開発委員会

2016年4月11日（月）から15日（金）まで，米国・ニューヨークの国連本部にて第49回国連人口開

発委員会（以下「CPD」）が開催され，筆者は政府代表団として参加した．今回のテーマは「ポスト

2015年開発アジェンダのために人口のエビデンス・ベースを強化する（Strengtheningthedemo-

graphicevidencebaseforthepost-2015developmentagenda）」であった．昨年9月に持続可能な

開発のための2030アジェンダが採択された後，初めてのCPDであり，2030アジェンダのために人口

データは必須であることが強調された．議長はカセセ-ボタ・ザンビア常駐代表，副議長はメキシコ，

ドイツ，イラン，ルーマニアの代表であった．

日本のステートメントは筆者が行い，我が国の人口データの状況（国勢調査，政府統計，GISの

活用等）およびG7サミット，世界人口開発議員会議を通じた2030年アジェンダへの取り組みについ

て述べた．また，国連人口部の活動について，2015年に公表された「世界人口見通し2015年版」の有

用性を強調し，さらに2013年より公表され2015年に最新版が公表された「送出国・受入国別国際移民

の動向」は，受入国内にいる国際移民数を収集・送出国別に整理したもので，一国では作成不可能な

国連ならではのデータセットであり，移動による人間開発を分析するための貴重な情報であると述べ

た．今後も，国連の活動について，適宜評価，改善案を示していくことは重要だと思われる．

テーマに関する決議案は，①国際人口開発会議行動計画のさらなる実施において地域ごとの特異性

があることを重視，②センサス，人口登録・動態統計（CRVS:CivilRegistrationandVitalStatis-

tics），行政データ，標本調査による人口データの整備，③男女別，世代別（特に若者，高齢者）に

分けたデータ整備，④移民・難民のデータ整備，⑤ビッグデータや地理情報シテスム（GIS）の活用

とオープンデータ化，⑥データ整備に資する国際協力，等が盛り込まれ，採択された．

基調講演では，ベルサレス・フィリピン統計局長が，自国のセンサス，世帯標本調査，さらに

CRVSの状況について報告した．CRVSについては，フィリピンでは出生登録は98％程度，死因を

含む死亡登録は66％程度のカバー率であり，ブルームバーグ財団やゲイツ財団の支援もあり，今後取

り組みが強化されるとのことである．またテイタム・サウサンプトン大学教授（英国）が，GISを

活用した人口データの表示と，衛星画像や携帯電話を用いたビックデータの利用，特にアフリカにお
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